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図１０プレスしない超微粒子のＸ線回折パターン
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図１１プレスをした超微粒子のＸ線回折パターン
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4．基礎物理学実験教材への提案
【マイスナー効果の実験及び観察】
（１）実験用教材の超微粒子ＹＢＣＯを電子顕微鏡を用いて，約1.0009を
はかりとる。
（２）次に，５～８ton，８～１０ｍｍの条件でプレス加工を行い，ペレット状
サンプルを作製する。
（３）液体窒素を発泡スチロールにあけ，その中にサンプルを入れて十分冷
やした後，脱脂綿もしくはスポンジなどの上にサンプルをおき，さらに
その上に軽量の磁石（例えば市販のピップエレキバン）をおいてマイス
ナー効果を観察・確認できる。
5．結言
本研究で作製された超伝導体ＹＢＣＯ超微粒子を用いることにより，仮焼か
ら最終本焼き（酸素中）までの数十時間が短縮され，５～８tｏｎの圧力で，５～
１０ｍｉｎのプレス加工によって基礎物理学実験用試料が作製できる。これらの
ペレット状試料を用い，マイスナー効果の実験・観察を通し，超伝導とは何か
を教育実験させるには十分な教材と考えられる。
Hosei University Repository
1２ 
参考文献
（１）物理教育，ＶＯＬ42,No.３（1994）１４１
（２）木村，他，第二回“みんなで考えよう基礎物理学実験､,研究会予稿集，８月２３
日早稲田大学理工（1995）ｐ３
（３）毛塚，他，第二回“みんなで考えよう基礎物理学実験',研究会予稿集，８月２３
日早稲田大学理工（1995）ｐ６
（４）毛塚博史，加藤貴則；第56回応用物理学会学術講演会講演予稿染，金沢工業
大学8/26-29秋季（1995）ｐ､143
（５）ｌＬＫｅｚｕｋａｅｔａｌ,PhysicaC235/240（1994)３９９ 
（６）Ｈ，ＫｅｚｕｋａＧｔａＬＰＴｏｓ・lstlnternationalParticleTechnologyForum，
Denve,ParIJLAmoJ･icanlnstituteofChemicalEngineers，米国化学工学
会（1994）１２６
（７）Ｈ,Kezukaotal,SyntheticMotals,７１（1995）１５９７ 
（８）ＳＲｏｙｃｔａ1,Ｊ､Mater・ＲＣＳ..，Vol､１８Ｎo1１（1993）２７６１
(9)Ｈ・Kezukaetal,AppliedSurfaceScience,４８/4９（1991）４５４
Hosei University Repository
